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「人と企業の有意義な出会い」で
　　　　　　　　　　活気ある未来を創る
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《会社概要》

㈱ Cavitte( キャビット )
代表取締役   粟

あぐに

国 傑
すぐる

 氏
〈浦添てだこ支部 〉

所在地 / 浦添市字伊祖2-15-8-1
　　　  　伊祖ビル203
T  E   L  / 098-975-7920
事業内容 / 人材サービス業
　　　　（採用業務代行、求人
　　　　　広告代理店など）

■ 

社
名
に
込
め
た
想
い
と
起
業
の
原
点

　

社
名
「
キ
ャ
ビ
ッ
ト
（Cavitte

）」

は
、
企
業
理
念
で
あ
る
「Creating a 

vibrant future

（
活
気
あ
る
未
来
を

創
造
す
る
）」
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
で
す
。
人
と
企
業
が
共
に
成
長

し
、
活
気
あ
る
未
来
を
創
り
た
い
と
い

う
想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

元
々
は
ホ
テ
ル
業
界
で
フ
ロ
ン
ト
職

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
適
性

を
見
出
さ
れ
て
人
事
部
門
へ
異
動
。
テ

ラ
ス
ホ
テ
ル
ズ
や
沖
縄
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
な
ど
で
約
十
四
年
間
に
わ

た
り
人
事
を
経
験
し
ま
し
た
。
沖
縄
の

中
小
企
業
に
は
、
人
事
専
門
の
部
署
の

な
い
企
業
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

を
生
か
し
、
採
用
難
や
人
手
不
足
に
悩
む
企

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

二
〇
二
〇
年
五
月
に
父
の
法
人
を
引
き
継

ぎ
、
人
材
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
始
動
さ
せ
ま
し

た
。

■ 

採
用
代
行（
Ｒ
Ｐ
Ｏ
）と

　
　
　
　
「
定
着
・
育
成
」へ
の
伴
走
支
援

　

メ
イ
ン
事
業
で
あ
る「
採
用
代
行（RPO

）」

で
は
、
求
人
広
告
の
掲
載
に
と
ど
ま
ら
ず
、

企
業
の
中
に
入
り
込
ん
で
採
用
活
動
全
般
を

伴
走
支
援
し
ま
す
。
求
職
者
の
選
択
肢
が
多

い
現
代
に
お
い
て
、
選
考
ス
ピ
ー
ド
や
面
接

で
の
魅
力
付
け
、
オ
フ
ァ
ー
対
応
な
ど
を
総

合
的
に
高
め
る
こ
と
が
採
用
成
功
に
は
不
可

欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

一
、
新
入
社
員
を
迎
え
る
既
存
社
員
の

  　

体
制
や
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
整
え
る
。

  

二
、
入
社
一
〜
三
ヶ
月
ご
と
の
習
得
目
標

　

  

を
明
確
に
し
、
指
導
の
バ
ラ
つ
き
を
防
ぐ
。

  

三
、
ス
タ
ッ
フ
を
巻
き
込
ん
で
業
務
を
マ

  　

ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
教
え
や
す
い
仕
組
み

  　

を
作
る
。

　
「
採
用
し
て
終
わ
り
」
で
は
な
く
、
入
社

後
の
定
着
や
育
成
ま
で
見
据
え
た
環
境
整
備

に
注
力
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
常
の
悩

み
に
応
え
る
月
額
制
サ
ー
ビ
ス
「
人
事
サ
プ

リ
」
や
人
材
紹
介
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な

ど
、
企
業
に
合
わ
せ
た
支
援
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

■ 

同
友
会
で
の
学
び
と

　
　
　
　
　
新
た
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

同
友
会
に
は
知
人
の
紹
介
で
入
会
し
、
約
五

年
間
役
員
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
ま
ま
役
員
を
引
き
受
け
ま
し
た

が
、
経
営
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
議
論
を
重
ね
る

中
で
、
同
友
会
は
単
な
る
異
業
種
交
流
で
は
な

く
、
顔
を
出
し
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
で
真
の

繋
が
り
が
生
ま
れ
る
場
所
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
実
際
、
医
療
・
福
祉
領
域
に
強
い
若
手
会

員
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
自
社
の
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ

と
相
手
の
専
門
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
掛
け
合
わ
せ

た
新
事
業
に
挑
戦
中
で
す
。

　

特
に
「
同
友
会
大
学
」
に
は
興
味
が
あ
り

ま
す
。
沖
縄
の
歴
史
や
経
済
の
構
造
・
文
化

に
触
れ
る
機
会
が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
の
で

学
ん
で
み
た
い
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
学

ぶ
機
会
も
含
め
、
互
い
の
強
み
を
活
か
し
た

地
域
貢
献
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

■ 

今
後
の
展
望
と
経
営
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　

経
営
の
根
幹
に
あ
る
の
は

「
顧
客
に
価
値
を
提
供
す
る
こ

と
」
で
す
。
企
業
の
課
題
解

決
だ
け
で
な
く
、
求
職
者
に

と
っ
て
も
有
意
義
な
出
会
い

で
あ
る
か
を
常
に
意
識
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ま
ず
「
沖
縄
で
一

番
頼
ら
れ
る
人
材
サ
ー
ビ
ス
」

を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
県
外

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
全
国

展
開
な
ど
多
様
な
働
き
方
に
対
応
し
た
支

援
の
拡
大
も
見
据
え
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が

進
化
し
て
も
、
企
業
の
中
心
に
あ
る
の
は

常
に
「
人
」
で
す
。
経
営
者
が
「
人
」
に

向
き
合
う
き
っ
か
け
を
作
り
、
企
業
と
地

域
全
体
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

将
来
に
向
け
て
の
夢
を
熱
く
語
っ
て
く

だ
さ
っ
た
粟
国
さ
ん
、
同
友
会
で
の
学
び

を
実
践
に
落
と
し
込
ん
で
、
ま
す
ま
す
飛

躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（（
同
）Green Star OKINAW

A　

友
寄 

利
津
子
）

粟国 傑 氏



青
森
県
中
小
企
業
家
同
友
会
の
上
十
三

（
か
み
と
う
さ
ん
）
支
部
と
八
重
山
支
部

が
「
姉
妹
支
部
」
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？
き
っ
か
け
は
二
〇
二
二
年
七

月
に
沖
縄
で
開
催
し
た
中
同
協
総
会
後

の
ビ
ー
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
八
重
山
の
メ
ン
バ
ー
が

ナ
ン
パ
し
た
こ
と
▼
そ
の
後
、
合
同
例
会
や
「
さ
き

し
ま
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
石
垣
の
「
島
の
子
ど
も

応
援
ま
つ
り
」
等
で
交
流
を
重
ね
て
、
昨
年
十
月
に

青
森
で
開
催
さ
れ
た
障
害
者
問
題
全
国
交
流
会
（
障

全
交
）
の
際
に
「
友
好
姉
妹
支
部
」
を
締
結
し
ま
し

た
▼
そ
の
縁
で
こ
の
夏
、
青
森
県
で
二
つ
の
祭
り
を

観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族
や
ゲ
ス
ト
を
含
め

て
八
重
山
か
ら
八
名
、
本
島
か
ら
六
名
が
参
加
し
ま

し
た
▼
「
八
戸
三
社
大
祭
」
は
、
八
戸
市
で
毎
年
七

月
三
十
一
日
か
ら
八
月
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

お
よ
そ
三
〇
〇
年
の
歴
史
が
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
話
や
歌
舞

伎
を
題
材
に
し
た
巨
大
な
山
車
が
約
二
十
七
台
運
行

し
、
仕
掛
け
に
よ
っ
て
縦
横
に
大
き
く
広
が
る
の
が

特
徴
で
す
▼
「
青
森
ね
ぶ
た
祭
」
は
、
毎
年
八
月
二

日
か
ら
七
日
ま
で
青
森
市
で
開
催
さ
れ
る
東
北
三
大

祭
り
の
ひ
と
つ
で
、
幅
約
九
ｍ
、
高
さ
約
五
ｍ
の
巨

大
な
人
形
ね
ぶ
た
（
山
車
）
と
共
に
、「
ラ
ッ
セ
ラ
ー
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
跳
人
（
は
ね
と
）
が
市
内
中
心

部
を
練
り
歩
き
ま
す
。
私
は
見
物
し
ま
し
た
が
、
沖

縄
の
メ
ン
バ
ー
十
名
が
跳
人
と
し
て
祭
り
に
参
加
し

ま
し
た
▼
上
十
三
支
部
の
皆
さ
ん
に
、
送
迎
、
場
所

取
り
、
懇
親
会
な
ど
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
を
愛
し
、
誇
る
気
持
ち
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

感
動
し
て
、こ
の
夏
一
番
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

（
宮
城
光
秀
）

　

八
月
二
十
日
、
与
那
原
町
商
工
会
に

て
八
月
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
支
部
の
設
営
で
開
催

さ
れ
、
新
会
員
二
名
を
含
む
十
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
具
志
直
人
サ
ン
ラ
イ
ズ

支
部
長
（
ち
ゅ
ら
ら
工
房
㈱　

社
長
）

の
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
し
、「
同
友
会
の

歴
史
と
理
念
」
は
座
間
味
亮
代
表
理
事

が
、「
会
員
の
体
験
報
告
」
具
志
支
部

長
が
担
当
し
ま
し
た
。具
志
支
部
長
は
、

社
員
教
育
や
共
同
求
人
な
ど
、
同
友
会

を
フ
ル
活
用
し
て
、
会
社
に
取
り
入
れ

て
い
る
経
験
を
紹
介
し
、
よ
い
会
社
づ

く
り
へ
の
自
社
の
取
り
組
み
を
報
告
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ッ
ジ
贈
呈
と
自

己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、「
企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
体
験
と
解
説
」
で
ス
タ
ー
ト
。

金
城
隆
子
副
支
部
長
（
㈱
プ
ロ
グ
レ
ス

３１　

社
長
）
が
、
自
社
の
立
ち
位
置

が
わ
か
る
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て

の
体
験
を
話
し
、
大
城
章
経
営
委
員
長

（（
同
）
グ
ラ
ッ
ド
）が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

全
体
像
を
分
か
り
易
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、「
経
営
の
悩

み
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
ま
す
か
」
を

テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
社
の
経
営

課
題
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）
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８
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具志  直人 支部長

金城  隆子 副支部長

大城  章 経営委員長

新会員のお二人

新里  雅樹 氏（JINBUN 代表） 比嘉  秀智 氏（丸正印刷㈱ 取締役常務）



　

あ
八
月
十
二
日
、
七
年
ぶ
り
と
な

る
県
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
も
含
め
、

全
支
部
か
ら
一
〇
七
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

あ
報
告
者
は
、
沖
縄
同
友
会
代
表

理
事
で
、
㈲
大
宮
工
機
の
宮
城
光

秀
社
長
。「『
人
を
生
か
す
経
営
』

で
よ
い
会
社
づ
く
り
を
～
一
人
ひ

と
り
輝
く
、
働
き
が
い
あ
ふ
れ
る

組
織
へ
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
経
営

者
の
覚
悟
と
実
践
を
報
告
し
ま
し

た
。

  

■ 

混
沌
か
ら
の
脱
却
と
同
友
会
で
の
学
び

　

㈲
大
宮
工
機
の
宮
城
光
秀
氏
は
一
九
九
七
年
に
入
社
し
ま

し
た
。
当
時
は
家
族
経
営
で
休
日
は
日
曜
日
の
み
、
経
営
指

針
は
な
く
、
混
沌
と
し
た
経
営
状
態
で
し
た
。
転
機
と
な
っ

た
の
は
、
一
九
九
九
年
の
同
友
会
入
会
で
す
。
役
員
就
任
や

経
営
指
針
作
成
講
座
を
機
に
、
企
業
経
営
と
同
友
会
運
動
を

車
の
両
輪
と
す
る
「
不
離
一
体
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
自
社

の
変
化
を
可
視
化
し
ま
し
た
。
二
〇
二
一
年
の
代
表
就
任
時

に
直
面
し
た
赤
字
を
乗
り
越
え
、
看
板
商
品
で
あ
る
濁
水
処

理
装
置
の
需
要
を
掴
む
こ
と
で
、
見
事
に
業
績
を
Ｖ
字
回
復

さ
せ
ま
し
た
。

  

■ 

環
境
・
Ｉ
Ｔ
・
障
害
者
雇
用
の
三
つ
の
特
徴

　

同
社
は
「
環
境
経
営
」、「
Ｉ
Ｔ
の
活
用
」、「
障
害
者
雇
用
」

の
三
つ
の
特
徴
を
強
み
と
し
て
い
ま
す
。
赤
土
流
出
を
防
ぐ
濁

水
処
理
装
置
の
レ
ン
タ
ル
に
連
動
さ
せ
、
十
年
以
上
前
か
ら
継

続
し
て
、
レ
ン
タ
ル
一
回
に
つ
き
一
本
の
サ
ン
ゴ
苗
を
移
植
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
膨
大
な
小
型
工
具
の
管
理
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を

導
入
し
、
顧
客
自
身
が
W
e
b
で
現
場
の
在
庫
を
検
索
で
き

る
画
期
的
な
受
発
注
シ
ス
テ
ム
も
構
築
し
ま
し
た
。
障
害
者
雇

用
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
の
施
設
外
就
労
か
ら
開
始
し
、

丁
寧
な
機
材
整
備
を
任
せ
る
こ
と
で
、
今
や
会
社
に
欠
か
せ
な

い
戦
力
へ
と
育
て
上
げ
て
い
ま
す
。

  
■ 
人
に
制
度
を
合
わ
せ
た
個
別
対
応

　

宮
城
氏
が
経
営
に
お

い
て
大
切
に
し
て
い
る

の
が
、「
制
度
に
人
を

合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

人
に
制
度
を
合
わ
せ
る
」

と
い
う
個
別
対
応
の
精

神
で
す
。
引
き
こ
も
り

や
突
然
の
休
職
な
ど
、

多
様
な
問
題
に
対
し
て

も
、本
人
の
「
働
き
た
い
」

と
い
う
意
志
を
尊
重
し

た
個
別
対
応
を
徹
底
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

間
休
日
や
残
業
時
間
な
ど
の
労
働
環
境
も
改
善
さ
れ
、
他
社
か

ら
羨
ま
れ
る
高
い
定
着
率
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
年
齢
構
成
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

  

■ 

例
会
で
学
び
、
描
く
未
来

　

宮
城
氏
は
例
会
を
中
心
と
し
た
同
友
会
運
動
を
通
じ
て
自
社

を
振
り
返
り
、
課
題
を
解
決
し
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
は
全
社

員
と
共
に
「
一
〇
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、地
域
と
と
も
に
、

次
の
世
代
へ
と
未
来
を
つ
な
ぐ
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
経
営
体
験
報
告
と
グ
ル
ー
プ
討
論
で
自
社
を
振

り
返
る
こ
と
で
、
人
に
制
度
を
合
わ
せ
る
「
個
別
対
応
」
や
経

営
指
針
の
実
践
に
よ
る
成
長
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
㈱
沖
縄
環
境
科
学
研
究
所　

髙
柳
圭
吾
）

７
年
ぶ
り
に
県
例
会
を
開
催
！

７
年
ぶ
り
に
県
例
会
を
開
催
！

「
人
を
生
か
す
経
営
」
で
よ
い
会
社
づ
く
り
を

「
人
を
生
か
す
経
営
」
で
よ
い
会
社
づ
く
り
を

〜
一
人
ひ
と
り
輝
く
、
働
き
が
い
あ
ふ
れ
る
組
織
へ
〜

〜
一
人
ひ
と
り
輝
く
、
働
き
が
い
あ
ふ
れ
る
組
織
へ
〜
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宮城  光秀 氏

会場全体

グループ討論

座長の 普天間  直樹 氏

     県活動    



　

八
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
、
沖
縄
同
友
会

の
仲
間
と
と
も
に
青
森
県
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
八
重
山
支
部
の
姉
妹
支
部
で
あ
る

青
森
同
友
会
上
十
三
（
か
み
と
う
さ
ん
）
支

部
有
志
の
メ
ン
バ
ー
と
、
八
戸
三
社
大
祭
、

青
森
ね
ぶ
た
祭
と
い
う
東
北
を
代
表
す
る
祭

り
を
体
感
し
て
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
「
八
戸

三
社
大
祭
」
を
観
覧
し
ま
し
た
。
豪
華
絢
爛

な
何
十
台
の
山
車
や
老
若
男
女
が
太
鼓
や
笛

を
奏
で
な
が
ら
街
を
練
り
歩
く
姿
は
圧
巻
で

し
た
。

　

今
回
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
祭
り
そ

の
も
の
の
華
や
か
さ
だ
け
で
は
な
く
、
祭
り

を
支
え
て
い
る
の
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
地
域

の
人
々
で
す
。
長
い
時
間
を
か
け
て
準
備
を

し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
参
加
し
、
世

代
を
超
え
て
文
化
を
受
け
継
い
で
い
く
。
そ

の
姿
を
見
て
、「
地
域
を
つ
く
る
の
は
、
結

局
は
人
な
の
だ
」
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
青
森
市
へ
移
動
し
、
夜
は
い
よ

　
「
新
し
い
」
と
聞
く
と
な
に
や
ら
興
味
が

湧
い
て
き
ま
せ
ん
か
？
ま
し
て
や
そ
れ
が
支

部
の
新
会
員
と
も
な
れ
ば
、
ま
ず
は
会
っ
て

み
た
い
と
思
う
も
の
。
八
月
二
十
二
日
に
八

重
山
支
部
で
開
催
さ
れ
た
の
は
、
新
会
員
さ

ん
の
「
同
友
会
っ
て
何
？
」
に
答
え
つ
つ
、

さ
ら
に
ゲ
ス
ト
さ
ん
も
参
加
し
て
の
会
員
交

流
＆
新
会
員
歓
迎
会
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
会
場
に
た
ど
り
着
く
の
も
な
か
な

か
至
難
な
土
砂
降
り
の
荒
れ
模
様
。「
こ
ん
な

日
に
飲
み
会
に
集
ま
る
人
は
、
本
物
の
お
酒
好

き
だ
よ
ね
」
な
ん
て
軽
い
雑
談
を
交
え
つ
つ
、

新
会
員
二
名
、
ゲ
ス
ト
さ
ん
四
名
を
迎
え
、

和
や
か
に
酒
好
き
の
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

会
の
ス
タ
ー
ト
の
乾
杯
は
、

沖
縄
本
島
か
ら
駆
け
つ
け
て
下

さ
っ
た
副
代
表
理
事
の
石
原
地

江
さ
ん
か
ら
。「
同
友
会
は
、
会

社
の
規
模
の
大
き
い
小
さ
い
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
売
上
や
業

績
が
好
調
な
の
か
不
調
な
の
か
、

そ
し
て
政
治
的
な
し
が
ら
み

い
よ
「
青
森
ね
ぶ
た
祭
」
で
す
。
実
際
に
祭

り
の
衣
装
に
着
替
え
、
跳
人
（
ハ
ネ
ト
）
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。「
ラ
ッ
セ
ラ
ー
、
ラ

ッ
セ
ラ
ー
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
大
勢
の

人
が
一
つ
に
な
っ
て
街
を
練
り
歩
く
。
見
る

祭
り
と
参
加
す
る
祭
り
で
は
、
感
じ
る
も
の

が
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
地
域
の
方
、
観
光

客
、
そ
し
て
私
達
の
よ
う
な
多
く
の
参
加
者

が
、
同
じ
輪
の
中
で
共
に
踊
り
、
声
を
上
げ
、

一
体
感
を
作
り
上
げ
る
力
が
、「
青
森
ね
ぶ

た
祭
」
に
は
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
二
つ
の
祭
り
を
体
験
し
て
考
え
た

の
は
、
地
域
文
化
と
地
域
経
済
は
切
り
離
せ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
祭
り
が
人
を
呼

び
、
人
々
が
宿
泊
、
飲
食
、
買
い
物
を
す
る
。

そ
こ
に
仕
事
が
生
ま
れ
、
地
域
の
企
業
が
潤

う
。
そ
し
て
企
業
や
地
域
住
民
が
祭
り
を
支

え
る
。
こ
の
循
環
が
、
地
域
の
魅
力
を
さ
ら

に
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
沖
縄
に
も
、
エ
イ
サ
ー

や
豊
年
祭
、ハ
ー
リ
ー
、八
重
山
の
ア
ン
ガ
マ

を
は
じ
め
、
各
地
域
に
大
切
な
文
化
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
は
単
な
る
観
光
資
源
で
は
な

く
、
地
域
の
人
々
を
つ
な
ぎ
、「
自
分
た
ち
の

地
域
を
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
意
識

を
育
て
る
大
切
な
財
産
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
地
域
に
根
を
張
り
、
雇
用
を
生
み
、
人

を
育
て
、
地
域
の
文
化
や
暮
ら
し
を
支
え
て

等
々
に
も
一
切
左
右
さ
れ
ず
に
、
フ
ラ
ッ
ト

な
関
係
で
お
互
い
の
経
営
の
こ
と
を
本
音
で

話
し
合
う
こ
と
が
出
来
る
団
体
で
す
。」
わ

か
り
や
す
く
シ
ン
プ
ル
な
挨
拶
と
乾
杯
、
そ

し
て
そ
こ
に
お
い
し
い
お
酒
と
料
理
が
足
さ

れ
る
な
ら
ば
、
賑
や
か
に
会
話
が
進
ま
な
い

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
会
の
途
中
で
の
ゲ
ス

ト
さ
ん
か
ら
の
ひ
と
こ
と
「
こ
れ
ま
で
も
い

く
つ
か
の
団
体
に
加
入
し
て
、
い
ろ
ん
な
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
こ
で
は
お

互
い
の
経
営
の
内
容
を
話
し
合
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
に
、
今
日
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。」
こ
の
ひ
と
こ
と
が
、
こ
れ
ま

で
当
た
り
前
の
よ
う
に
会
員
同
士

で
や
り
取
り
し
て
き
た
こ
と
の
大

切
さ
に
、
改
め
て
気
付
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
会
が
終
わ
っ
て
も
止

ま
な
い
土
砂
降
り
の
中
、
ま
だ
ま

だ
話
足
り
な
い
皆
々
様
は
、
次
な

る
話
せ
る
場
へ
と
自
然
と
流
れ

て
行
き
ま
し
た
。（
㈲
P
L
A
N

ｔ
P
L
A
N　

宮
良 

高
彰
）

八
戸
三
社
大
祭
・
青
森
ね
ぶ
た
祭
を
訪
ね
て

八
戸
三
社
大
祭
・
青
森
ね
ぶ
た
祭
を
訪
ね
て

八
重
山
支
部 

上
十
三
支
部 

文
化
交
流
会

「
経
営
を
本
音
で
話
し
合
え
る
団
体
！
」

「
経
営
を
本
音
で
話
し
合
え
る
団
体
！
」

八
重
山
支
部 

会
員
交
流
＆
新
会
員
歓
迎
会

い
く
。
自
社
だ
け
が
良
く
な
れ
ば
い
い
の
で

は
な
く
、
自
社
に
係
る
全
て
の
企
業
が
元
気

に
な
る
こ
と
で
地
域
が
元
気
に
な
り
、
地
域

が
元
気
に
な
る
こ
と
で
企
業
も
地
域
も
成
長

で
き
る
。

　

青
森
の
熱
い
祭
り
と
、
そ
れ
を
支
え
る

人
々
の
姿
か
ら
、
私
達
、
中
小
企
業
が
地
域

に
存
在
す
る
意
味
と
使
命
を
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
文
化
交
流
会
で
し
た
。（
ナ
カ
マ

ホ
ー
ム
㈱　

仲
間
光
）
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全員でポーズ！

ねぶた祭りへの参加者

盛り上がった懇親会

     支部活動    



　

八
月
十
四
日
、
て
だ
こ
ボ
ウ
ル
に
て
、
浦

添
て
だ
こ
支
部
の
呼
び
か
け
で
、
支
部
対
抗

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
浦
添
て
だ

こ
支
部
、
那
覇
支
部
、
南
部
支
部
、
中
部
支

部
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
支
部
の
五
支
部
か
ら
、
十

　

中
部
支
部
は
三
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

お
り
、
チ
ー
ム
ご
と
に
ラ
ン
チ
会
形
式
の
役

員
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
き
む

た
か
チ
ー
ム
は
隔
月
開
催
で
、
今
回
は
八
月

十
七
日
に
う
る
ま
市
の
「
萬
龍
飯
店
」
に
て

開
催
さ
れ
、五
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
会
本
来
の
目
的
は
、
各
チ
ー
ム
が
担

当
す
る
部
会
例
会
の
進
行
や
役
割
分
担
を
決

め
る
こ
と
で
す
が
、
き
む
た
か
チ
ー
ム
で
は

毎
回
、
情
報
交
換
に
費
や
す
時
間
の
方
が
本

来
の
役
員
会
よ
り
も
長
く
な
る
の

が
恒
例
で
す
。

　

少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
、
経
営
内
部

の
悩
み
や
金
融
機
関
と
の
や
り
と

り
、
今
後
の
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
率

直
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ま
で
話
題

に
の
ぼ
り
ま
す
。
台
風
へ
の
備
え
に

つ
い
て
も
、
停
電
時
の
対
処
法
や
過

去
の
経
験
か
ら
得
た
教
訓
が
共
有

さ
れ
、
聞
い
て
い
る
だ
け
で
自
社
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
何

か
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
環

境
が
あ
る
と
い
う
安
心
感
こ
そ
が
、

私
に
と
っ
て
こ
の
場
の
一
番
の
魅

力
で
す
。

　

肝
心
の
役
員
会
で
は
、
台
風
の

影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
金
融

機
関
と
の
コ
ラ
ボ
例
会
に
つ
い
て
、

日
程
や
役
割
分
担
の
調
整
が
行
わ

チ
ー
ム
三
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
優
勝
は
南
部
支
部
で
、
二
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
の
個
人
優
勝
は
、島
袋
正
貴
氏（
島

袋
木
工
所
）
の
３
１
３
点
、
一
ゲ
ー
ム
の
ベ

ス
ト
ス
コ
ア
は
、
當
間
哲
也
氏
（
㈲
バ
ー
ジ

ョ
ン
）
の
１
９
７
点
で
し
た
。
ま
た
、
女
性

で
の
ト
ッ
プ
は
、
阿
嘉
久
美
子
氏
（
ア
ン
ト

レ
）
で
二
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
は
２
５
７
点
で

し
た
。　
　
　
　
　
　

           　
（
事
務
局
）

れ
た
ほ
か
、
十
一
月
に
予
定
す
る
会
員
企
業

視
察
に
つ
い
て
も
、
チ
ー
ム
ご
と
で
は
な
く

支
部
全
体
で
の
バ
ス
ツ
ア
ー
化
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
へ
の

提
言
書
に
つ
い
て
も
、
会
員
の
要
望
を
も
と

に
と
り
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　

事
業
の
話
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
営
の
本
音

を
語
り
合
い
、
互
い
に
学
び
合
え
る
ラ
ン
チ

会
。次
回
も
こ
の
時
間
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　
　
　
（
㈲
が
じ
ま
る
印
刷　

与
儀
し
の
ぶ
）
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集合写真

優勝した南部支部

女性でトップの 阿嘉  久美子 氏（右）

五
支
部
か
ら
三
十
名
が
参
加
！

　
　
　
　
　
チ
ー
ム
優
勝
は
南
部
支
部

五
支
部
か
ら
三
十
名
が
参
加
！

　
　
　
　
　
チ
ー
ム
優
勝
は
南
部
支
部

支
部
対
抗 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

相
談
で
き
る
環
境
が
あ
る
安
心
感
！

相
談
で
き
る
環
境
が
あ
る
安
心
感
！

中
部
支
部 

き
む
た
か
ラ
ン
チ
会

     支部活動    



　

七
月
三
十
日
、
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
て
、
女
性
経
営
者
部
会
「
碧
の
会
」
は
、

経
営
委
員
会
と
例
会
委
員
会
の
コ
ラ
ボ
企
画

と
し
て
、「
経
営
指
針
シ
ェ
ア
会
＆
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
研
修
会
」
を
開
催
し
、
二
十
七
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
知
念
礼
子
氏
（
琉
球
ゴ
ー
レ

ッ
ク
ス
社
長
）
よ
り
、
経
営
研
究
フ
ォ
ー
ラ　

ム
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
向
け
た
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
経
営
指
針
体
験
シ
ェ
ア
会
」
で
は
、
知

念
由
紀
氏
（
中
村
印
刷
、
社
長
）、
金
城
隆

子
氏
（
プ
ロ
グ
レ
ス
３
１
、
社
長
）、
髙
木

美
香
子
氏
（
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ッ
フ
、社
長
）

の
三
名
が
登
壇
。
経
営
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

つ
く
り
、
実
践
し
て
き
た
経
験
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

知
念
氏
は
、「
十
年
後
、
こ
う
な
っ
て
い

た
い
」
と
い
う
思
い
を
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
詰

め
込
み
、
目
標
を
一
つ
ひ
と
つ
実
現
し
て
き

た
経
験
を
紹
介
。
金
城
氏
は
、
環
境
整
備
を

通
じ
た
意
識
改
革
と
と
も
に
、「
理
念
が
あ

　

八
月
十
八

日
、
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー

に
て
、
浦
添
て

だ
こ
支
部
と
那

覇
支
部
合
同

で
、
企
業
変
革

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
V
e
r
.
2
の
学
習
会

が
開
催
さ
れ
、
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
㈱
フ
ォ
ー
カ
ス
の
當
銘
将
也
氏

（
経
営
副
委
員
長
）。
企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
自
社
の
現
状
を
客
観
的
に
把
握

し
、
経
営
上
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
よ
い
会
社
づ
く
り
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
ツ
ー
ル
で

す
。

　

学
習
会
で
は
、
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
し
た
事
例
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
企

業
で
は
、
現
社
長
が
専
務
時
代
に
社
員
と
一

緒
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
現
状

と
課
題
を
分
析
。
そ
の
中
で
、
会
社
の
正
確

な
数
値
や
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
社
員
み
ん

な
で
共
有
す
る
必
要
性
に
気
づ
き
、
経
営
者

と
な
る
自
分
自
身
の
覚
悟
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
そ
う
で
す
。

　

経
営
者
だ
け
で
自
己
評
価
す
る
の
で
は
な

く
、
社
員
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
感
じ
て
い
る
会
社
の
現
状
を
数
値

る
か
ら
こ
そ
経
営
の
軸
が
ブ
レ
な
い
」
と
、

理
念
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
ま
し

た
。
高
木
氏
は
「
関
わ
る
人
み
ん
な
が
幸
せ

に
な
る
経
営
」
を
掲
げ
、
理
念
を
つ
く
っ
て

終
わ
り
に
せ
ず
、
周
囲
と
共
有
し
、
発
信
し

続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
理
念
が
あ
る
か
ら
こ
そ
迷
っ
た
と

き
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
、
日
々
の
経
営

や
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。

　

後
半
は
「
あ
な
た
が
理
想
と
す
る
会
社
は

ど
ん
な
会
社
で
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
。
こ
ん
な
会
社
に
し
た
い
と
い

う
思
い
や
、
社
員
と
一
緒
に
成
長
で
き
る
会

社
に
し
た
い
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
経
営
理
念
は

会
社
の
「
軸
」、
ビ
ジ
ョ
ン
は
未
来
へ
進
む

た
め
の
「
道
し
る
べ
」だ
と
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
理
念
を
掲
げ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
意
味
を
理
解
し
、
社
員
と
共
有
し
な

が
ら
実
践
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

（
㈲
大
宮
工
機　

玉
城
ま
き
子
）

化
し
、
グ
ラ
フ
な
ど
で
「
見
え
る
化
」
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
経
営
者
は
「
で
き
て
い

る
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
社
員
か
ら
見
る
と

十
分
で
は
な
い
―
―
。
そ
う
し
た
認
識
の
違

い
に
気
づ
く
こ
と
が
、
企
業
変
革
の
出
発
点

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
課
題
が
見
つ
か
っ
た

際
に
は
、「
売
上
を
増
や
そ
う
」「
利
益
を
上

げ
よ
う
」と
結
果
だ
け
を
追
う
の
で
は
な
く
、

「
な
ぜ
売
上
が
減
っ
た
の
か
」「
な
ぜ
利
益
が

出
な
い
の
か
」
と
原
因
を
掘
り
下
げ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
経
営
理
念
、
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
、

経
営
方
針
、
経
営
計
画
を
つ
な
げ
て
考
え
る

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

十
年
先
の
「
こ
う
あ
り
た
い
」
と
い
う
姿
を

描
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
針
や
計

画
へ
落
と
し
込
む
こ
と
で
、
日
々
の
経
営
が

目
指
す
方
向
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
、
自
社
の
現
状
を
見
つ

め
直
し
、
よ
り

よ
い
会
社
づ
く

り
へ
の
新
た
な

一
歩
を
考
え
る

学
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

（
事
務
局
）

77

今
、あ
な
た
の
会
社
の
状
態
は
？

　
　
自
社
の
経
営
を
自
己
診
断
し
よ
う

今
、あ
な
た
の
会
社
の
状
態
は
？

　
　
自
社
の
経
営
を
自
己
診
断
し
よ
う

浦
添
て
だ
こ
支
部
・
那
覇
支
部 

合
同
学
習
会

経
営
指
針
シ
ェ
ア
会
＆
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
会

経
営
指
針
シ
ェ
ア
会
＆
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
会

碧
の
会

金城  隆子 氏

髙木  美香子 氏

知念  由紀 氏

挨拶する 友寄  利津子 氏

當銘  将也 氏

     支部・部会活動    



　

七
月
二
十
九

日
、
南
風
原
町
中

央
公
民
館
で
南
部

支
部
求
人
学
習
会

を
開
催
し
、
十
二

名
が
参
加
し
ま
し

た
。
近
年
の
社
会

課
題
と
な
っ
て
い
る
人
手
不
足
を
ど
う
対
応
し

て
い
く
か
を
会
員
と
共
に
考
え
る
機
会
と
な
れ

ば
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
南
部
支
部
会
員
の
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
㈱
代
表
、
西
川
利
明
氏
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
西
川
氏
は
セ
リ
オ
ー
レ
沖
縄
の
パ
ー
ト
ナ

ー
コ
ー
チ
や
一
般
社
団
法
人
Ｐ
Ｍ
協
会
理
事（
人

事
責
任
者
）
も
務
め
て
お
り
人
事
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
現
在
の
求
人
状
況
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
中
で
、
採
用
す
る
た
め
に
は
、
会

社
情
報
を
事
細
か
に
載
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
入
社
が
目
的
で
は
な
く
マ
ッ
チ

ン
グ
を
目
的
と
し
て
「
息
を
す
る
よ
う
に
働
け

る
職
場
」「
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
」
が

職
場
環
境
に
な
っ
て
い
る
か
、
働
く
理
由
に
対

し
て
関
心
を
持
っ
て
や
り
直
し
が
で
き
る
選
択

肢
を
与
え
て
い
る
か
、
そ
の
よ
う
な
自
由
度
の

あ
る
職
場
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
「
理
念
採
用
」
が
重
要
だ
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
な
ぜ
存
在
す
べ
き
会
社
な
の
か　

価
値
観
の
共
感
・
探
求
を
共
有
し
て
い
け
る
か

を
説
明
し
て
、
確
認
を
得
て
か
ら
採
用
し
な
い

　

南
部
支
部
で
は
毎
月
二
回
会
員
訪
問
を
し

て
い
ま
す
。
目
的
と
し
て
は
、
普
段
あ
ま
り

参
加
で
き
て
い
な
い
会
員
さ
ん
を
訪
問
し
、

直
接
情
報
交
換
す
る
こ
と
で
、
会
員
さ
ん
が

抱
え
て
い
る
課
題
や
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
共
有
し
、
支
部
の
運
営
に
活
か
す
こ
と
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
仲
間
づ
く
り

と
会
員
訪
問
を
同
時
に
行
い
一
五
〇
社
会
勢

へ
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
県
全
体
で
も
今
年

度
か
ら
会
員
訪
問
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
会

員
訪
問
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

八
月
は
糸
満
市
と
南
城
市
の
会
員
さ
ん
を

訪
問
し
ま
し
た
。仲
間
づ
く
り
対
象
と
し
て
、

て
ぃ
ー
だ
観
光
の
崎
原
ま
ゆ
み
氏
に
お
会
い

し
て
同
友
会
入
会
へ
の
案
内
を
し
ま
し
た
。

崎
原
氏
は
毎

年
同
友
会
大

学
の
講
師
を

務
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、

会
員
訪
問
は

海
邦
ベ
ン
ダ

ー
工
業
の
登

川
将
光
社
長

に
お
会
い
し

と
離
職
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
同
友
会
が
掲

げ
る
経
営
理
念
を
伝
え
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
採
用
に
関
す
る
求
人
票
の
見
せ
方
や

広
告
も
教
授
い
た
だ
き
、
万
人
に
向
け
て
採
用

を
呼
び
掛
け
る
の
で
は
な
く
、
ど
ん
な
人
の
目

に
留
ま
っ
て
欲
し
い
か　

尖
っ
た
広
告
を
す
る

必
要
を
習
い
ま
し
た
。
例
え
ば
配
送
兼
営
業
と

記
載
し
て
募
集
し
て
も
そ
れ
だ
け
で
は
イ
メ
ー

ジ
が
湧
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
見
守
り
配
送
と

名
付
け
る
と
、
学
校
に
配
達
す
る
ん
だ
と
業
務

が
理
解
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
も
よ
く
な
る
事
例
を

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
入
社
意
欲

を
高
め
る
ツ
ー
ル
で
活
用
し
て
会
社
の
雰
囲
気

て
お
話
を
伺
い
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
金
属
加
工
を
本
業
と
し
て
い
ま
す
が
新

た
な
事
業
と
し
て
宿
泊
事
業
も
あ
り
、
番
組

の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
お
り
多
角

経
営
を
学
べ
ま
し
た
。

　

南
城
市
は
新
会
員
対
象
と
し
て
伊
世
開
発

を
仲
間
づ
く
り
訪
問
し
ま
し
た
。
同
友
会
に

は
興
味
を
持
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
九
月

十
六
日
に
行
わ
れ
る
輝
く
女
性
経
営
者
の
集

い
を
案
内
し
ま
し
た
。
会
員
訪
問
は
輝
水
の

新
垣
大
輝
社
長
と
Ｐ
Ｓ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
の

知
念
秀
和
社
長
を
訪
問
し
て
情
報
交
換
し
ま

し
た
。
新
垣
社
長
は
二
十
代
に
し
て
社
長
就

任
し
、
初
め
て
の
経
営
発
表
会
の
日
に
訪
問

し
ま
し
た
。
知
念
社
長
か
ら
は
、
社
員
さ
ん

が
倒
れ
て
麻
痺
が
残
り
業
務
に
支
障
が
出
て

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
し
た
ら
と
悩
ん
で

い
た
の
で
、
南
部
支
部
が
企
画
し
た
「
障
が

い
者
学
習
会
」
に
お
誘
い
し
て
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

会
員
訪
問
を
通
し
て
、会
員
と
共
に
学
び
・

成
長
す
る
南
部
支
部　

進
化
し
つ
づ
け
る
南

部
支
部
に
な
れ
る
よ
う
築
い
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
㈲
た
け
事
務　

竹　

富
久
）

西川  利明 氏

集合写真

ＰＳコンサルタンツの
知念社長と（中央）

を
伝
え
、
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
わ
せ
る
こ
と

が
大
事
で
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
お
す
す
め
し

て
い
ま
し
た
。

　

南
部
支
部
で
は
会
員
の
声
を
聞
き
な
が
ら
未

来
を
見
据
え
た
様
々
な
学
習
会
を
企
画
し
会
員

同
士
で
学
び
あ
う
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
㈲
た
け
事
務　

竹　

富
久
）
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価
値
観
の
共
感
・
探
求
を
共
有
す
る「
理
念
採
用
」が
重
要

南
部
支
部  

求
人
学
習
会

今
年
度
は
仲
間
づ
く
り
と
会
員
訪
問
を
同
時
に

今
年
度
は
仲
間
づ
く
り
と
会
員
訪
問
を
同
時
に

南
部
支
部  

毎
月
２
回
の
会
員
訪
問

     支部活動    



　

九
月
四
日
、
名
護
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
、
北
部
支
部
「
や
ん
ば
る
じ
ん
ぶ
ん
塾
」

が
開
催
さ
れ
、二
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
で
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
へ
の
挑
戦
～
デ
ー
タ
で
切
り
開
く
、
稼
ぐ

観
光
ま
ち
づ
く
り
～
」を
テ
ー
マ
に
、（
一
社
）

沖
縄
や
ん
ば
る
D
M
O
の
C
M
O 

佐
竹
正

範
氏
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

佐
竹
氏
は
、「
稼
ぐ
観
光
」
の
主
語
は
行

政
や
D
M
O
で
は
な
く
、
地
域
の
民
間
事

業
者
で
あ
る
と
説
明
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
地
域
を
訪
れ
る
人
の
実
態
を
知
る
こ
と
が

重
要
だ
と
話
し
ま
し
た
。
福
井
県
で
は
、
宿

泊
予
約
や
観
光
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の

デ
ー
タ
を
収
集
・
可
視
化
し
、
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
事

業
者
が
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
活
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
そ
う
で
す
。
デ
ー
タ

を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
重
要
性
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
北
部
十
二
市
町
村
で
も
「
や
ん
ば

る
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
観

光
客
の
属
性
や
旅
行
形
態
、
訪
問
先
な
ど

の
デ
ー
タ
を
収
集
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
Y
a
m
-
D
（
ヤ
ン
デ
ィ
ー
）」
で
可
視
化
・

公
開
し
、
地
域
の
共
有
財
産
と
し
て
事
業
者

に
も
活
用
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
生
か
し
な
が

ら
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
価
値
を

高
め
て
い
く
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、「
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
自
社
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
ど
う
生
か
し
ま

す
か
？
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
。
宿
泊

客
の
国
籍
や
動
向
を

商
品
の
仕
入
れ
や
売

り
場
づ
く
り
に
生
か

す
案
を
は
じ
め
、
農

業
や
飲
食
業
、
印
刷

業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
と
デ
ー
タ
を

結
び
つ
け
た
具
体
的

な
ア
イ
デ
ア
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
へ
の
回
答
で

は
、
福
井
県
の
道
の

駅
が
周
辺
施
設
の
予

佐竹  正範 氏

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
生
か
し
て
、
地
域
の「
稼
ぐ
力
」を
高
め
る
！

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
生
か
し
て
、
地
域
の「
稼
ぐ
力
」を
高
め
る
！

北
部
支
部 

や
ん
ば
る
じ
ん
ぶ
ん
塾

約
動
向
を
参
考
に
生
鮮
品
の
仕
入
れ
量
を
調

整
し
、
利
益
率
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
事

例
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
デ
ー
タ
を
継
続
し

て
活
用
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
仕
入
れ
量
を

見
極
め
る
感
覚
も

培
わ
れ
る
と
説
明

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
勉
強
会

を
通
し
て
、
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
は
単

に
地
域
の
現
状
を

知
る
た
め
の
数
字
で
は
な
く
、
使
い
方
次
第

で
自
社
の
仕
入
れ
や
商
品
開
発
、集
客
な
ど
、

具
体
的
な
経
営
判
断
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
業
種
を
越
え
て
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
ま
た
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
、

地
域
と
企
業
双
方
の
成
長
に
つ
な
が
る
可
能

性
を
感
じ
る
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。（
㈱

ア
イ
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

新
井
章
仁
）
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【
第
１
講
】

会
話
が
弾
む
♪ 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

八
月
三
日
、
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

と
Z
o
o
m

を
会
場
に
、
那

覇
支
部
経
営
基

礎
講
座
第
一
講

が
開
催
さ
れ
、

三
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
合

同
会
社
o
b
s
t
代
表
社
員
の
野
原
勝
治

氏
を
講
師
に
迎
え
、
明
日
か
ら
使
え
る
「
会

話
が
弾
む
♪
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
進
め
方

を
、
講
義
と
体
感
ワ
ー
ク
を
通
し
て
学
び
ま

し
た
。

　

会
議
で
意
見
が
出
な
い
の
は
、
本
人
の
や

る
気
で
は
な
く
「
場
と
問
い
方
」

の
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
野
原

氏
は
、
い
き
な
り
意
見
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
ま
ず
経
験
を
聞

き
、
そ
の
時
の
感
情
、
そ
こ
に
あ

る
価
値
観
を
た
ど
る
「
認
知
の
四

点
セ
ッ
ト
」
を
紹
介
。
進
行
役
は

正
解
を
出
し
た
り
、
話
を
ま
と
め

た
り
す
る
人
で
は
な
く
、
一
人
ひ

と
り
が
安
心
し
て
話
せ
る
状
態

を
つ
く
る
役
割
だ
と
語
り
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、う
な
ず
き
も
目
線
も
な
い「
冷

た
い
場
」
と
、笑
顔
で
大
き
く
う
な
ず
く
「
温

か
い
場
」
を
比
較
。
後
半
に
な
る
と
相
づ
ち

や
会
話
が
重
な
り
、
場
の
空
気
が
一
気
に
ほ

ぐ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
大

き
く
う
な
ず
い
て
も
ら
う
と
、
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
て
話
し
や
す
い
」「
意
見

を
受
け
入
れ
に
く
い
時
も
、
ま
ず
う
な
ず
い

て
み
た
い
」
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
十
九
名
中
十
八
名
が
「
大
変

良
か
っ
た
」
と
回
答
し
、「
会
議
が
少
し
楽

し
み
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

講
座
で
得
た
学
び
は
、
自
社
の
会
議
で
実

践
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
同
友
会
例
会
の

グ
ル
ー
プ
討
論
を
よ
り
豊
か
に
す
る
ヒ
ン
ト

に
も
な
り
ま
す
。
互
い
の
経
験
や
思
い
に
耳

を
傾
け
、
う
な
ず
き
な

が
ら
受
け
止
め
合
う
こ

と
で
、
討
論
が
深
ま
り
、

新
た
な
気
づ
き
に
つ
な

が
る
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。
相
手
が
安
心
し
て

話
せ
る
聴
き
方
か
ら
始

め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
㈱
プ
レ
イ
バ
ッ

ク
・
シ
ア
タ
ー
研
究
所
・

河
野
信
之
）

【
第
２
講
】

知
っ
て
い
る
よ
う
で

　

  

意
外
と
知
ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

　

八
月
二
十
一
日

に
開
催
さ
れ
た

第
二
講
「
い
ま

さ
ら
聞
け
な
い

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
の
基
本
の

き
」
で
は
、
会

場
か
ら
次
々
と
質
問
が
飛
び
出
し
、
終
始

活
気
あ
ふ
れ
る
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

経
営
者
か
ら
一
般
社
員
ま
で
幅
広
い
立
場

の
参
加
者
十
六
名
が
集
ま
り
、「
知
っ
て
い

る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
師
の
國
吉
ひ
と
み
氏
（
W
e
l
l
-

B
e
i
n
g
㈱　

社
長
）
は
、「
マ
ナ
ー
と

は
単
な
る
ル
ー
ル
で
は
な
く
、
相
手
へ
の

敬
意
と
思
い
や
り
を
形
に
し
た
も
の
」
と
語

り
ま
し
た
。
第
一
印
象
の
重
要
性
や
身
だ

し
な
み
、
お
辞
儀
、
名
刺
交
換
、
来
客
対
応
、

上
座
・
下
座
、
電
話
応
対
な
ど
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
場
で
欠
か
せ
な
い
基
本
を
、
実
践

形
式
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
名
刺
交
換
で

す
。「
名
刺
は
あ
な
た
の
分
身
」
と
い
う
言

葉
に
、
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
何
気

な
く
行
っ
て
い
る
動
作
も
、
実
は
自
己
流

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
一

つ
ひ
と
つ
の
所
作
や
言
葉
遣
い
が
会
社
の

信
頼
や
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
お
辞
儀
の
適
切
な
速
度

は
？
」「
上
座
・
下
座
の
判
断
基
準
は
？
」「
電

話
応
対
で
ト
ー
ン
を
上
げ
る
と
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
な
ど
、
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
講
師
は
実
例
を
交
え

な
が
ら
丁
寧
に
回
答
し
、
素
晴
ら
し
い
学
び

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ナ
ー
の
“
や
り
方
”
だ
け
で
な
く
、“
な

ぜ
そ
う
す
る
の
か
”
と
い
う
本
質
ま
で
学
べ

た
今
回
の
講
座
。次
回
の
経
営
基
礎
講
座
も
、

明
日
か
ら
の
仕
事
に
活
か
せ
る
学
び
が
満
載

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
㈱
普
天
間
商
会　

普
天
間
直
樹
）
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八
月
四
日
、
第
六
十
二
期
経
営
指
針
作
成

講
座
を
修
了
し
た
報
告
者
二
十
二
社
二
十
六

名
の
発
表
に
、
参
加
者
六
十
五
名
が
熱
心
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

幅
広
い
業
務
分
野
、
業
種
な
ど
歴
史
や
業

界
、
規
模
の
違
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
各

経
営
者
は
、
時
間
を
か
け
作
成
し
た
内
容
を

報
告
。
創
業
し
た
ば
か
り
の
会
社
や
個
人
事

業
主
、
ま
た
創
業
四
十
年
に
向
け
て
再
受
講

す
る
会
社
等
々
、
社
長
だ
け
で
な
く
複
数
人

で
受
講
す
る
会
社
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
変
化
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
地
域
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
強
い
会
社

を
目
指
し
て
、
社
員
の
成
長
と
会
社
の
発
展

を
目
標
と
し
た
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
報
告

者
は
、「
経
営
理
念
は
ま
だ
固
ま
っ
て
い
な

い
、
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
足
り

な
い
」
な
ど
と
言
い
つ
つ
も
、
時
間
を
か
け

て
作
成
し
た
経
営
理
念 

→ 

十
年
ビ
ジ
ョ
ン

→ 

経
営
方
針
の
順
で
報
告
し
ま
し
た
。
報

告
後
は
、
先
輩
経
営
者
や
講
師
、
サ
ポ
ー

タ
ー
か
ら
の
質
疑
や
助
言
が
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
感
想
は
「
イ
ヤ
イ
ヤ
参
加
し
ま

し
た
が
、
受
講
し
て
み
た
ら
、
目
か
ら
う
ろ

こ
の
連
続
…
」、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
人
、
率
先
し
て
場
づ
く
り
す
る
メ
ン
バ

ー
が
お
互
い
に
励
ま
し
あ
い
、
声
を
掛
け
合

う
関
係
が
で
き
た
」「
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け

る
た
め
に
も
こ
の
学
び
を
活
か
し
た
い
」「
自

社
の
経
営
を
こ
ん
な
に
深
堀
し
た
こ
と
は
な

く
、数
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
等
々
。

今
後
に
向
け
て
は
「
同
友
会
が
頼
り
に
な
る

存
在
だ
と
確
信
で
き
た
」「
目
標
と
な
る
先

輩
経
営
者
を
み
つ
け
た
」
な
ど
の
気
づ
き
に

こ
れ
か
ら
の
理
念
実
践
の
た
め
の
決
意
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

先
輩
か
ら
は
「
経
営
者
の
覚
悟
や
人
を
活

か
す
経
営
は
、
今
日
が
修
了
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
が
始
ま
り
で
す
」
と
の
励
ま
し
の
言

葉
が
背
中
を
押
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
（
オ
フ
ィ
ス
あ
る
ふ
ぁ　

青
山
喜
佐
子
）
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あ
八
月
六
日
、

ア
イ
ム
ユ
ニ
バ

ー
ス
て
だ
こ
ホ

ー
ル
に
て
、
う

り
ず
ん
勉
強
会

「
自
分
の
ト
リ

セ
ツ
」
を
開
催

し
、
十
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
う
り
ず
ん
勉
強
会
で

は
、ブ
ル
ー
ビ
ー
合
同
会
社
の
稲
嶺
光
一
氏（
離

職
予
防
士
）
が
講
師
と
な
り
「
自
分
の
ト
リ
セ

ツ
」
プ
チ
診
断
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
d
マ
ト
®
」
を
活
用
し
て
、
自
分
の
属

性
や
思
考
・
行
動
の
特
徴
を
分
析
し
、
参
加
者

同
士
で
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
や
考
え
方
を
共
有

し
ま
し
た
。
直
感
を
大
切
に
す
る
人
、
デ
ー
タ

を
も
と
に
判
断
す
る
人
。効
率
を
重
視
す
る
人
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
人
―
―
。
一

人
ひ
と
り
の
違
い
が
見
え
て
く
る
と
、「
な
る

ほ
ど
！
」
と
い
う
発
見
や
共
感
の
声
が
自
然
と

生
ま
れ
、
会
話
も
ど
ん
ど
ん
弾
ん
で
い
き
ま
し

た
。

　

自
分
の
思
考
パ
タ
ー
ン
や
行
動
の
傾
向
を
知

る
こ
と
は
、
自
己
理
解
を
深
め
る
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
相
手
と
の
違
い
に
気
づ
き
、
そ
の

背
景
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
よ
り
円
滑
に
し
、
互
い
を
尊
重
す
る
関

係
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

後
半
は
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
た
ワ
ー
ク

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
思
い
思
い
に
ブ

ロ
ッ
ク
を
組
み
立
て
、
完
成
し
た
作
品
に
込
め

た
思
い
や
考
え
を
発
表
。
自
由
な
発
想
か
ら
生

八
月
二
十
一

日
、
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー

に
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
連
携
部
会

「
ゆ
い
ま
～
る
」

八
月
ゆ
い
ピ
ッ

チ
を
十
五
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
報
告
者
は
、

㈱
沖
縄
環
境
科
学
研
究
所
の
髙
柳
圭
吾
社
長
に

事
業
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
未

来
の
環
境
を
、
科
学
の
目
で
可
視
化
す
る
」
髙

柳
社
長
の
報
告
は
、
こ
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

同
社
は
公
的
機
関
向
け
の
環
境
調
査
報
告
書

を
主
軸
に
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
環
境
計

量
証
明
、
建
築
物
飲
料
水
検
査
、
新
規
事
業
の

作
業
環
境
測
定
と
い
う
四
部
門
を
持
っ
て
い
ま

す
。
水
質
か
ら
生
物
ま
で
調
査
範
囲
は
広
く
、

分
析
も
フ
ィ
ー
ル
ド
も
報
告
書
作
成
も
自
社
で

完
結
し
ま
す
。

　

海
か
ら
山
、
そ
し
て
都
市
ま
で
、
沖
縄
の
あ

ら
ゆ
る
環
境
問
題
に
調
査
か
ら
対
策
ま
で
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
応
え
る
総
合
力
が
あ
り
、「
う
ち

で
で
き
な
い
こ
と
は
県
内
の
同
業
他
社
に
も
で

き
な
い
」と
語
る
自
負
が
そ
れ
を
裏
づ
け
ま
す
。

社
員
は
役
員
を
除
き
十
名
。二
十
代
が
中
心
で
、

う
ち
五
名
は
環
境
系
の
大
学
・
専
門
学
校
か
ら

の
新
卒
で
す
。
県
庁
退
職
者
や
、
辺
土
名
高
校

か
ら
役
場
を
経
て
入
社
し
た
人
材
も
い
ま
す
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
事
業
を
一
言
で
表

す
な
ら
？
」
と
い
う
問
い
へ
の
答
え
で
す
。
髙

ま
れ
た
個
性
豊
か
な
作
品
に
、
驚
き
や
笑
い
が

広
が
り
ま
し
た
。

　

普
段
の
会
話
だ
け
で
は
な
か
な
か
見
え
な

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
や
人
柄
に
触
れ
ら
れ
た

こ
と
も
、今
回
の
ワ
ー
ク
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

自
然
と
会
話
が
生
ま
れ
、
会
場
は
終
始
、
和
や

か
で
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

自
分
を
知
り
、
相
手
を
知
り
、
楽
し
み
な
が

ら
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
今
回
の
勉
強

会
。
学
び
と
笑
顔
が
詰
ま
っ
た
、
充
実
し
た
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
得
た
気
づ
き
を
、
こ

れ
か
ら
の
仕
事
や
人
と
の
関
わ
り
に
活
か
し
な

が
ら
、
今
後
も
、
う
り
ず
ん
勉
強
会
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㈲
友
誠　

棚
原
歩
美
）

柳
社
長
は
「
納
得
販
売
業
」
と
即
答
し
ま
す
。

科
学
的
根
拠
を
積
み
上
げ
、
依
頼
者
に
納
得
を

届
け
る
こ
と
こ
そ
が
仕
事
の
本
質
だ
と
い
い
ま

す
。
か
つ
て
一
二
〇
〇
万
円
を
取
り
っ
ぱ
ぐ
れ

た
経
験
も
、次
へ
つ
な
ぐ
糧
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
作
業
環
境
測
定
の
事
業
展
開
、
利

益
率
の
高
い
政
策
・
計
画
立
案
業
務
へ
の
注
力
、

開
発
か
ら
維
持
管
理
へ
と
移
る
社
会
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
を
課
題
に
挙
げ
ま
す
。「
共
に
、
持
続

可
能
な
沖
縄
の
未
来
を
」「
科
学
の
目
で
、
沖

縄
の
豊
か
さ
を
明
日
へ
」。
専
門
家
と
し
て
の

使
命
が
に
じ
む
「
ゆ
い
ピ
ッ
チ
」
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（（
合
）
ア
ジ
ビ
ズ
・
比
屋
根
拓
）
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稲嶺  光一 氏

髙柳  圭吾 氏

集合写真

会場全体

若
手
経
営
者
部
会
「
う
り
ず
ん
」

自
分
の
ト
リ
セ
ツ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
修

自
分
の
ト
リ
セ
ツ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
修

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
部
会
「
ゆ
い
ま
〜
る
」８
月 

ゆ
い
ピ
ッ
チ

未
来
の
環
境
を
科
学
の
目
で
可
視
化
す
る

未
来
の
環
境
を
科
学
の
目
で
可
視
化
す
る

     部会活動    



【
第
１
講
】

小
さ
な
島
の
大
き
な
文
化

　
～
組
踊
の
舞
台
は
こ
う
し
て
作
ら
れ
る
～

　

八
月
十
五

日
、
第
三
十
一

期
同
友
会
大
学

第
一
講
が
、
南

風
原
町
立
中
央

公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。　

　

講
師
は　

組
踊
保
持
者　

神
谷
武
史
氏

で
、
テ
ー
マ
は
「
小
さ
な
島
の
大
き
な
文
化

～
組
踊
の
舞
台
は
こ
う
し
て
作
ら
れ
る
～
」。

こ
の
記
念
講
演
「
組
踊
」
は
、
公
開
講
義
で

開
催
さ
れ
、
二
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
講
師
で
も
あ
る
神
谷

武
史
氏
は
、
野
球
少
年
だ
っ
た
頃
、
地
域
に

息
づ
く
伝
統
芸
能
に
触
れ
、
そ
の
魅
力
に
憧

れ
を
抱
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
舞
踊
の

道
へ
進
み
ま
す
。

　

大
国
に
挟
ま
れ
た
琉
球
は
、
か
つ
て
「
針

の
先
」に
例
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
小
さ
な
島
に
は
、
海
を
越
え

て
ア
ジ
ア
の
国
々
と
つ
な
が
る
豊
か
な
文
化

が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
空
手
や
琉
球
芸
能

を
通
し
て
、
神
谷
氏
は
そ
の
大
き
な
文
化
の

う
ね
り
を
肌
で
感
じ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
小
さ
な
島
の
大
き
な
文
化
」
と
い
う
言

葉
は
、
や
が
て
神
谷
氏
自
身
の
人
生
の
テ
ー

マ
と
な
り
、琉
球
芸
能
へ
の
情
熱
と
と
も
に
、

大
き
く
花
開
い
て
い
ま
す
。

　

見
て
、
聴
い
て
、
体
験
す
る
琉
球
芸
能
講

義
で
は
、
単
に
琉
球
舞
踊
を
解
説
す
る
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
か
ぎ
や
で
風
」

や
雑
踊
り
、
創
作
舞
踊
の
一
節
を
披
露
し
た

ほ
か
、
武
の
舞
、
島
う
た
、
三
線
な
ど
の
楽

器
の
音
色
や
特
徴
に
つ
い
て
も
、
実
演
を
交

え
な
が
ら
紹
介
。
さ
ら
に
、
舞
台
で
は
な
か

な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い「
ヒ
ゲ
の
化
粧
」

の
実
演
や
、
迫
力
あ
る
獅
子
舞
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

舞
踊
、
音
楽
、
衣
装
、
化
粧
、
獅
子
舞
―

―
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
琉
球
芸
能
の
世
界

に
触
れ
る
こ
と
で
、
受
講
生
は
そ
の
奥
深
さ

と
面
白
さ
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
公
開
講
演
と
し
て
開
催
し
た
こ
と

も
あ
り
、
同
友
会
の
受
講
生
だ
け
で
な
く
、

地
域
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
時
間

を
忘
れ
て
神
谷
氏
の
講
義
と
実
演
を
楽
し
み

ま
し
た
。
小
学
四
年
生
の
天
願
き
ら
さ
ん
も

参
加
し
、「
獅
子
舞
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。

ま
た
、
す
ぐ
に
で
も
見
に
行
き
た
い
。
音
楽

が
感
動
し
た
」
と
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
な
島
・
沖
縄
に
は
、
長
い
歴
史
の
中

で
育
ま
れ
、
今
も
人
か
ら
人
へ
受
け
継
が
れ

て
い
る
大
き
な
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
文

化
を「
知
る
」だ
け
で
な
く
、「
見
る
」「
聴
く
」

「
感
じ
る
」。
神
谷
氏
の
情
熱
あ
ふ
れ
る
講
義

は
、
琉
球
芸
能
の
魅
力
を
あ
ら
た
め
て
私
た

ち
に
教
え
て
く
れ
る
、
同
友
会
大
学
の
幕
開

け
に
ふ
さ
わ
し
い
第
1
講
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
㈲
ア
ン
テ
ナ　

石
原
地
江
）

【
第
２
講
】

実
践
事
例
に
学
ぶ

　
文
化
を
基
調
と
し
た
地
域
お
こ
し

　
～
歴
史
を
知
る
こ
と
で
未
来
を
つ
く
る
～

　

八
月
二
十
二

日
、
第
三
十
一

期
同
友
会
大
学

第
二
講
「
実

践
事
例
に
学
ぶ 

文
化
を
基
調
と

し
た
地
域
お
こ

し
～
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
未
来
を
つ
く
る

～
」
が
、
う
る
ま
市
の
あ
ま
わ
り
パ
ー
ク
お

よ
び
勝
連
城
跡
に
て
開
催
さ
れ
、
二
十
六
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
同
友
会
大
学

で
お
な
じ
み
の
南
島
詩
人
・
平
田
大
一
氏
を

迎
え
、
今
回
は
初
と
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
義
の
冒
頭
、
あ
ま
わ
り
パ
ー
ク
歴
史
文

化
施
設
内
の
ラ
イ
ブ
シ
ア
タ
ー
に
て
「
勝
連

お
も
ろ
さ
う
し 
百
度
踏
揚
（
も
も
と
ふ
み

あ
が
り
）
編
」
の
ア
ニ
メ
を
鑑
賞
。
続
い
て
、

地
元
の
子
供
た
ち
に
よ
る「
グ
ス
ク
の
祭
り
」

ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
田
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
歌
手
の
イ
ク
マ
あ

き
ら
氏
が
登
場
。
名
曲
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
琉

球
」
を
熱
唱
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
は
感
動

と
驚
き
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
終
了
後
は
、
平
田
氏
の

小
学
生
の
息
子
さ
ん
（
え
い
と
君
）
の
ガ
イ

ド
の
も
と
、
勝
連
城
跡
を
見
学
。
誇
ら
し
げ

に
グ
ス
ク
の
各
所
を
解
説
す
る
頼
も
し
い
姿

に
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
が
広
が
り
ま
し

た
。

　

城
跡
見
学
の
後
は
、
再
び
施
設
内
の
多
目

的
室
に
戻
り
、
平
田
氏
に
よ
る
講
義
が
ス
タ

ー
ト
。「
地
域
活
性
化
が
私
の
一
生
の
仕
事
」

と
語
る
平
田
氏
は
、
未
来
の
主
人
公
で
あ
る

子
供
た
ち
と
大
人
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

む
地
域
お
こ
し
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
の
足
元
に
あ
る
も
の
を

大
切
に
し
感
謝
す
る
こ
と
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ

る
環
境
の
子
供
た
ち
が
活
躍
で
き
る
場
所
を

創
り
た
い
と
い
う
熱
い
想
い
を
語
ら
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
地
域
へ
の
愛
の
形
が
、
ま
さ

に
現
在
の
あ
ま
わ
り
パ
ー
ク
の
姿
へ
と
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
地
域
へ
の
熱
い
愛
と
挑
戦

の
姿
勢
は
、
地
域
密
着
を
掲
げ
る
私
た
ち
中

小
企
業
経
営
者
に
と
っ
て
も
、
自
社
の
存
在

意
義
や
今
後
の
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
を
深

く
再
考
さ
せ
ら
れ
る
貴
重
な
学
び
と
な
り
ま

し
た
。　
（
㈱
フ
ナ
テ
ッ
ク　

冨
名
腰
一
真
）

第
　期  

同
友
会
大
学
が
ス
タ
ー
ト
！

第
　期  

同
友
会
大
学
が
ス
タ
ー
ト
！

3131

1313

神谷  武史 氏

平田  大一 氏

     委員会活動    



　クリーン・コネクト㈱は、2024年
4 月に、島田氏が創業しました。リ
フォーム業や飲食業、ハウスクリー
ニング専門店など、多くの現場の経
験を活かして、清掃業をメインにし
たスタートでした。今、清掃で培っ
た現場力と信頼で、建物全体の快適・
安全・安心を追求する総合建物管理
企業へと成長しています。

　清掃事業では、床やトイレの日常
清掃で、ワックス加工など専門機材
と技術を用いて蓄積汚れに対応して
います。また、その作業手順・点検
基準・報告体制を整え、会社として
品質を継続管理します。

　最も大切にしているのは、品質と
信頼です。清掃は、作業が終わった
瞬間だけきれいであればよいもので
はありません。決められた品質を継
続し、異常や問題に気づいた場合に
は、すぐに報告・共有・改善するこ
とが重要です。

　そのため、現場ごとの作業手順や
点検基準を整え、担当者だけに任せ
きりにせず、会社として品質を管理
する体制づくりを進めています。

さと安心です」と島田氏。クリーン・
コネクト㈱は今後も、一つひとつの
現場に誠実に向き合い、目の前の仕
事を確実に積み重ねることで、清掃
業に加え、電気設備・消防設備の分
野にも挑戦し、建物の快適性と安全
性を総合的に支えられる会社へ成長
していきます。

（カラオケ同友会　島尻裕巳）

　クリーン・コネクト㈱の強みは、
現場との距離が近く、状況の変化に
対応しやすいことです。施設ごとに
異なる利用状況や汚れ方を確認し、
清掃箇所・作業時間・頻度・必要人
員を組み立てます。清掃を通して信
頼関係を築き、建物の困りごとを最
初に相談していただける会社を目指
しています。

　今後は、日常清掃・定期清掃の品
質をさらに高めながら、建物管理に
関わるサービスの幅を広げていきま
す。清掃の現場では、照明や電気設
備の不具合、防災設備の点検など、
清掃以外のご相談をいただくことが
あります。

　建物を快適に保つには、きれいに
するだけでなく、設備が正常に動き、
万が一の際に人の安全を守れる状態
であることが重要です。そこで、電
気設備業と消防設備業への展開を視
野に入れています。

　島田氏は、地域に必要とされ、長
く信頼される企業を目指しています。
「清掃の先にあるのは、そこで働く人、
暮らす人、施設を利用する人の快適

清掃から、設備へ。快適から、安全・安心へ！

島田  優 氏

14

《会社概要》
クリーン・コネクト㈱

所在地／西原町内間111-2城間店舗102
TEL／ 070-3803-8534
事業内容／ 清掃業（ハウスクリーニン
　　　 　グ、美装工事、エアコン清
　　　　 掃、公共の清掃）

ＣＥＯ  島田  優 氏
〈サンライズ支部〉

Before After
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霧が晴れてきた

　約束の時間に訪ねると、川満社長は「経
営指針成文化の実践の手引き」をテーブ
ルに置いて待っていました。
　62期経営指針作成塾を修了した感想は
「霧に覆われていた遠くの山の輪郭が、少
しずつ見えてきたような感じで、気持ち
も楽になってきました」
　平成 4年に父が創業した会社は、今年
で 34期目を迎えました。

県庁職員から中小企業の社長へ

　川満社長自身は、もともと県庁職員で、
父から会社の将来を相談されたことが転
機になりました。「そろそろ会社に来ない
か」と。
　当時は県庁で班長を務めていて、年度
途中で退職することには、一緒に働く同
僚への申し訳なさもあり、約 2か月悩ん
だ末に出した答えは、「親孝行」でした。
　退職した翌月の令和 4年 8月に会社へ
入社。その年の 11月には代表取締役に就
任しました。
　いきなり経営者となり、それまでとは
まったく違う組織体制、役所と民間業界
の慣習・文化の違い、経営判断など、分
からないことばかり。「何とかしなければ」
という思いが強く、心拍数が上がる日々
が続きました。県主催の後継者育成塾に
も参加し、経営について学び始めました。

何のために経営しているのか

　会社を経営するうえでは、日々の業績
が最大の関心事ですが、少しずつ状況が
落ち着き、視野が広がってくると、「そも
そも、何のために経営しているのだろう」
と考えるようになりました。
　ちょうどその頃に会社訪問で出会った
カルロス副代表の勧めもあり、中小企業
家同友会へ入会。経営について、自分な
りに断片的に考えてきたことを整理した
い。会社の理念やビジョンの土台をしっ
かり固めたいとの思いを抱いていました。
　創業時から会社には「人と自然の明日
を創造する」というキャッチフレーズが
ありましたが、それを経営理念として社
内で共有していませんでした。
　そんな時に目にしたのが「経営指針作
成塾」の案内。「自分一人で考えるのでは
なく、伴走してもらいながら経営につい
て考え、整理できる」という言葉に魅力
を感じました。

　幸い、長年勤めてきた社員が取締役
に就任したタイミングでもあり、経営
側の考えを一緒に学びたいと、2人で
経営指針作成塾を受講しました。

グループメンバーから学んだ

　作成塾のグループ討議では、メンバ
ーの明るさや、自分にはない考え方、
そして「真似したい」と思える姿勢に
触れることで、刺激を受け、「心が迷子
になったとき助けられました」
経営者として何を目指すのか。会社を
どの方向へ進めていくのか。仲間との
対話を重ねる中で、少しずつ自分の考
えが整理されていきました。

【使　命】
　　　人と自然の明日を創造する

【目指す将来像】
　１．��私たちの未来

確かな技術と多様な個性を
掛け合わせ、社員一人ひと
りが誇りと喜びを持って働
き続けられる会社となる。

　２．社会との未来
人と自然が調和する未来づ
くりを先導し、地域から信
頼され続ける会社となる。

社員とつくる 10年ビジョン

　理念については、自分自身の考えを
しっかり反映したいと考える一方、10
年ビジョンは、社員と意見を交わしな

がら作成する計画です。社員の働く喜
びと豊かな暮らしがあってこそ、会社
の発展や社会への貢献につながる。そ
んな経営を目指しています。

自分自身と向き合う時間

　自然と触れ合うことが好きで、キャ
ンプやトレイルランニングにも取り組
み、そこで知り合った仲間たちと県外
へ出かけることもあります。仕事から
離れて心を落ち着ける時間が、経営者
としての自分を支える大切な時間にも
なっています。

同友会で得たもの同友会で得たもの

　同友会の最大のメリットは、「ベクト
ルの合う経営者と意見交換や議論がで
きること」です。
　経営指針作成塾を終えた今、川満社
長は「経営指針作成塾はぜひ受けたほ
うがいいですよ、私自身も、一度だけ
ではなく、定期的に受けたいと思って
います」

第337回
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《会社概要》
㈱大栄コンサルタント

住　所／�浦添市字港川412-4
ＴＥＬ／�098-876-3373
事業内容／ 建設コンサルタント（土木
　　　　設計、測量、地質調査，
　　　　磁気探査、環境調査、観光
　　　　プログラム活性）

代表取締役　川満  秀樹 氏
〈浦添てだこ支部〉

川満 秀樹 氏

お仕事体験フェア

北大東漁港

社員旅行

人と自然の明日を創造する人と自然の明日を創造する


